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安
心
・
安
全
の
只
見
産
米
を
届
け
た
い

国
道
２
８
９
号
開
通
後
を
見
据
え
て

地
域
と
学
校
の
連
携
を
深
め
る

山
村
教
育
留
学
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

只
見
米
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会

�

「
東
北
農
政
局
長
賞
」受
賞

「
越
後
・
南
会
津
街
道
観
光
・
地
域

づ
く
り
懇
談
会
」「
同
円
卓
会
議
」開
催

「
只
見
町
地
域
学
校

�
協
働
本
部
協
議
会
」開
催

「
地
域
み
ら
い
留
学
フ
ェ
ス
タ
」開
催

▲賞状を受取った山内会長（右から２人目）、協議会メ
ンバーの有限会社さんべ農園（左から２人目）と合同
会社ねっか（右）

▲5月２６日に行われた、円卓会議の様子
　（場所：南会津町役場）

▲地域と学校が協働でできることについて
　検討を進めます

▲オンライン形式で、只見町や只見高校で
　３年間を過ごすことの魅力をＰＲしました。

　

只
見
米
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
が
、
農
林
水

産
省
の
「
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な

農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
部
門

で
「
東
北
農
政
局
長
賞
」
を
受
賞
し
、
渡

邉
伸
一
南
会
津
農
林
事
務
所
長
か
ら
賞
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
全
員
が

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
水
稲
生
産
を
行

っ
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
で
は
、
生
産
工

程
管
理
の
改
善
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
講
習
会
の
開
催

な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
内
征
久
会
長
は
「
関
係
者
の
支
援
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
安
心
・
安
全
な
只
見

産
米
を
地
域
内
外
へ
届
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
「
越
後
・
南
会
津
街
道
観
光
・
地
域
づ
く

り
懇
談
会
」
が
５
月
25
日
、「
同
円
卓
会

議
」
が
５
月
26
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
三
条
市
、
南
会
津
町
、

只
見
町
の
各
市
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

山
田
桂
一
郎
氏
に
よ
る
講
演
「
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
地
域
づ
く
り
と
自
治
体
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

の
観
光
業
界
に
お
け
る
取
組
み
紹
介
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
今
後

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

円
卓
会
議
で
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
方
々

が
国
道
２
８
９
号
開
通
に
む
け
て
、
取
組

ん
で
い
る
こ
と
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
第
１
回
只
見
町
地
域
学
校
協
働
本
部

協
議
会
」
が
６
月
１
日
に
開
催
さ
れ
、「
地

域
学
校
協
働
本
部
」
に
つ
い
て
の
説
明
や

各
学
校
の
運
営
協
議
会
か
ら
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」
は
、
地
域
と

学
校
が
一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
達
の
成
長
を
支
え
、
学
校
が
地
域
に

貢
献
す
る
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の
体
制

づ
く
り
を
進
め
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
を
育
て
る
た
め
の
教
育
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し

て
地
域
と
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

　
「
２
０
２
２
地
域
み
ら
い
留
学
フ
ェ
ス

タ
」
が
６
月
４
日
、
５
日
に
開
催
さ
れ
、

只
見
高
校
に
通
う
４
人
の
寮
生
や
只
見
高

校
の
佐
藤
教
頭
先
生
、
只
見
町
教
育
委
員

会
が
参
加
し
、
只
見
高
校
の
山
村
留
学
生

募
集
の
た
め
に
「
山
村
教
育
留
学
制
度
」

や
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
説
明
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
と
は
、
只
見
町
の

山
村
留
学
生
の
よ
う
に
都
道
府
県
の
枠
を

越
え
て
他
地
域
の
学
校
に
入
学
し
、
充
実

し
た
高
校
生
活
を
送
る
取
り
組
み
で
す
。

今
ま
で
の
環
境
と
は
違
う
環
境
に
触
れ
た

り
、
留
学
先
の
地
域
の
人
々
と
の
交
流
な

ど
を
通
し
て
、
人
格
形
成
や
価
値
観
の
多

様
性
を
育
む
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
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